
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 8 回 理事会  

日 時 令和 2 年 12 月 11 日  19:05～22:30 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事事務所：大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、大石勝規、田中拓郎 

リモート：重松康志、永木照彦、浦川純二、志岐浩二、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎、 

池田章子 

監事事務所：平野英三 

リモート：柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

その他：岡 一（規約審議委員会委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １ 長与町介護保険認定審査会委員選定の件について 
  長与町の介護保険認定審査会委員について、任期満了につき 3 名の推薦依頼が届いている。公募にて

現任の 2 名からエントリーあり。残りの欠員 1 名については、理事会より徳洲会病院の岡先生を推
薦。 審議の結果、提案通り可決された。 

２）時津町障害支援区分認定審査会委員選定の件について 
表記について公募したところ、現任の笹原理事よりエントリーあり。審議の結果、提案通り可決され
た。 

３）諫早市(介護・障害区分)認定審査会委員選定の件について 
   諫早市の各認定審査員について、任期満了に伴い介護 3 名、障害 1 名を公募。介護 5 名うち現任 2

名、障害は現任が辞退し、新規で 1 名の応募あり。審議の結果、介護は現任である小無田先生、當麻
先生と新規応募者、本会地区部長からの推薦者 樋口先生を理事会推薦とする。障害は応募の秀嶋先
生を推薦。審議の結果、提案通り可決された。 

４）NPTA 規程整備の件(その他の規程)について 
未整備規程について案を作成。（資料参照）情報公開及び閲覧規程は附則を本日付けとすることで審
議。結果、提案通り可決された。文書管理規程については、今後決裁規程を準備次第に審議予定。個
人情報保護規程について審議。結果、提案通り可決された。ハラスメント防止規程について、理事会
が推薦した理事は永木理事という解釈で、有識者に関しては、弁護士小泉先生にお願いする予定。以
上の内容で審議。結果、提案通り可決された。監事監査規程について、監査補助者は財務部とする。
この規程の改正は監事全員の合意が必要であり、監事全員の合意を確認し改正となった。 

５）会費減免導入の可否について 
JPTA は会費の減免はなし。NPTA も会員に対しお金は使っているが、収支相償と遊休財産の課題もあ
り、減免を検討。案①～⑤について資料の通りシミュレーションを実施。（資料参照）2021年度は③の
案を提案。会費を 50%減免することについて審議。引き続き、 次年度の研修会参加費を無料とするこ
とについて審議。対象範囲について、2021 年度在会者かつ 2020 年度自士会年会費納入者とする案に
ついて審議。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）株式会社 gene オンデマンドサービス無料視聴利用申し込みの件について 
   株式会社 gene のオンラインセミナーサービス、リハノメ PT について問い合わせあり。 県士会で申

し込むと 1 か月の無料キャンペーン中、1 か月後は有料となる。JPTA のホームページに掲載されてい
るもの。(株)gene はポイント付与なく学術の勉強ができるという個人企業。申し込むとクレジット情
報を打ち込む必要があるなどの懸念や誘導することに対する是非もある。JPTA に対し問い合わせ、返
答を待って判断する。本議案については審議見送りとなった。 

７）医療保険部研修会について 
     コロナの影響で延期となったが、講師の戸塚先生に内容を変更してお願いするという案。リモートに

て実施。ポイントの付与はなく、診療報酬改訂から 1年経って将来の見込みも含んだ内容をお話しいた
だくよう依頼する。日程を早急に検討し、決まり次第審議とする。本議案については審議見送りとな
った。 

８）介護保険部研修会について 
   介護保険部研修会について、当初介護保険事業に関する研修を予定していたが、次年度介護報酬改訂

があるため、内容をそちらに変更。3 月 26 日金曜日リモートにて実施予定。講師はコンサルタントを
されている小濱先生。予算は 13 万円。ポイント付与はなし。審議の結果、提案通り可決された。 

 ９）会費減免規程について 
   会費減免規程を成立させるためにいくつか改正が必要。定款細則第 3 条第 6 項「その他理事会が必要



と認めたときは 一定の要件を満たす会員の会費等を減免することができる」を追加。会費徴収規程を
第 6 条に追加し、(1)、(2)、(4)は削除。(5)は残し、今回は(6)にあたる。2「理事会が認める場合は申請
を免除する」という文言を追加。会費減免・交際費等に関する規程について、適用範囲は定款細則と
会費徴収規程にある会費減免の項だけ。理事会決議による 会費減免規程について、2021年度の正会員
は 5,000 円とする。申請はこの規程に限っていらないという文言を追加。改廃は理事会決議で 承認さ
れ、附則は「2021 年 4 月 1 日に施行し、2022 年 3 月 31 日に廃止する」。会費徴収規程は総会での決
議、ここでは定款細則、会費減免・交際費等に関する規程、理事会決議による会費減免規程の 3 つを
審議とする。審議の結果、提案通り可決された。 

１０）新入会承認について 
   入会 1 名、休会 1 名、退会 1 名、復会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
  １）臨床実習指導者講習会実施報告について 
   11 月 21 日、22 日に長崎リハビリテーション学院にて、cocoa、チェックシートなどを活用し、感染対

策を行った上での開催。参加 49 名。パーテーションやフェイスシールド、マスクなどを重ねると声が
通らないことがあり、臨機応変な対応が必要となった。支出は 653,011 円で残金が 178,989 円。開催
から 2 週間経過し感染の報告なし。感染対策と演習の質の担保の両立が課題。次回の会場は養成校で
はないため状況によっては中止、延期もあり得る。当日の開催可否に関してはホームページへの掲載
も検討。 

２）リモート研修会及びハイブリッド型研修会の開催運営（準備物等）について 
   庶務部で、ZOOMのアカウント ID取得のための窓口を作った。庶務部の野原副部長に担当者から連絡

をいただければ、事務局管理のアカウントの ID 等送付させていただく流れ。周知をお願いしたい。ま
た先日の臨床実習指導者講習会で感染防止対策物品を準備した。窓口は事務員としている。必要な際
は連絡いただきたい。 

 ３）中間監査報告について 
11 月 30 日事務所にて実施。支出伺い書の書き方について、「支出承諾書」のところ昔の「支出命令
書」使用や年度の欄に科目を書く等、書式統一されていないものがあった。また一部報告書が無いも
のがあった。600 万円程度の支出で、金額的には少ないもの。また 12 月 1 日、県の医療政策課による
立ち入り検査があったが指摘もなく終了している。 

 ４）九州ブロック会減免対応報告について 
12 月 1 日開催の九州ブロック会長会議にて減免の対応報告あり。減免なしが福岡、大分、沖縄。熊本
が 5,000円に減免、他は少額の減免で県によって対応がバラバラという印象。遊休財産について他県は
試算していない様子。 

 ５）2020 年度全国高校サッカー選手権大会長崎県大会 メディカルサポート活動について 
5 日間の開催で 17 試合対応。5 名のスタッフが施設に無理を言って参加いただいた。今後、理学療法
士協会と分かるような上着の準備を検討。当日の日当はサッカー協会から。 

 ６）九州学会進捗状況報告について 
   九州ブロック士会長会議にて開催については承諾済み。大会名、テーマについては変わる可能性があ

る。形式は Web またはハイブリッドを検討。参加費は検討中。演題登録はジョリスティックスとの契
約が打ち切られ、協会独自のシステムに移行するが、正常に稼働できるか不明。予算は 276 万円程度
支出し、274 万円程度残っている。来年、残金で準備するか、新たな予算を頂けるのか伺いを立てた
が、なるべく新たな予算を立てたいという意見に留まった。 

（３）その他報告事項 
 １）今年度の研修会について 

年度内の研修会は全てリモート実施とする。臨床実習指導者研修会に関しては、感染の状況により実
施する可能性がある。 

 ２）第 49 回医療功労賞について 
第 49 回医療功労賞に壱岐の小金丸先生を推薦し、受賞したと報告あり。 

３）必要物品について 
リモートやハイブリッド研修に必要な AV 機器について、ソフトエージェンシーで取り揃えてから十八
リースとのリース契約を結ぶという形が可能となった。 

 ４）回復期研修会について 
回復期連絡協議会で研修会を行う予定あり。 

 ５）連盟会費について 
連盟の新入会員会費について、鹿児島県はホームページに入会用QRコードを貼り、入会者にメールを
送り振り込んでもらう形。これなら会員管理が楽になるか。 

 ６）次回理事会について 
次回理事会は 1 月 15 日開催予定。 

- 


